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16月のトピックス｜
く）4日 日本学術会議中部地区会議友び学術講演会が開催される

.... 中部地区会議（事務局中会議室）

く）11日

＼ 司、

企 受賞者を代表し磯部工学部教授が謝辞（学長室）

.... 

企 受賞者と懇談する金岡理事長と時運学長（学長室）
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�Q!)l!la 
（省 令）

O 国立学校にお ける授業料その他の 費 用に関する省令の

一 部を改正する省令（29) （平成11. 6. 1 官報第

2636号 ）

O 学校教育法施行規則の 一 部を改正する省令等 の 一 部を

改正する省令（30)（平成11. 6. 3 官報号 外第10 4

号 ）

O 盲学校， 聾学校及び養護学校の高等部の学科を定める

省令の一部を改正する省令の 一部を改正する省令（31)

（向上）

（告 示）

O 現行の盲学校， 聾学校及び養護学校小学部 ・中学部学

習指導要領の特例を定める 件 (131)（平成11. 6. 3 

官報号外第10 4号 ）

0 現行の盲学校， 聾学校及び養護学校高等部学習指導要

領の特例を定める 件 (132)（向上）

ミ』ミJ司
第2回入学試験委員会（ 6月l 8) 
（審議事項）

( 1) 平成12年度入学者選抜試験の実施に伴う基本方針

（ 案 ）について

(2) 平成12年度入学者選抜実施教科・科 目等（ 案 ）につ

いて

(3) 入試電 算シス テ ムについて

(4) その他

第1回国際交流委員会（ 6月 7 日）

（審議事項）

( 1) 平成10年度国際交流事業基金決 算 について

(2) 平成11年度国際交流事業基金予算（ 案 ）について

(3) 平成11年度国際交流事業基金第 3 種外国人留学生

へ の奨学事業の選考について

(4) 蘭州大学との学術交流協定について

(5) その他

第1回生涯学習教育研究セ ン タ ー運営委員会

（審議事項）

(1) 懇話会の設置について

(2) 平成11年度事業計画について

(3) その他

( 6月 8 日）

第116回構内交通対策委員会（ 6月10 日）

（審議事項）

( 1) 富山大学五福地区交 通安全会について

(2) そのイ也

第1回発明委員会（ 6月15 日）

（審議事項）

( 1) 委員長の選出について

(2) 発明の 届 出について

(3) その他

第2回教養教育委員会（ 6月16日）

（審議事項）

( 1) 教養教育推進特別委 員 会の提 案について

(2) レ ポー ト 提 出時の不正行 為について

(3) その他

第3回水素同位体科学研究セ ン タ ー運営委員会
( 6月17日）

（審議事項）

( 1) 平成10年度運営 費 決 算書（ 案 〉について

(2) 平成11年度運営 費予算書（ 案 ）について

(3) 受託研究の受入れについて

( 4) 平成11年度水素同位体科学センター使 用 申請及び

放射線従事者の追加登録について

- 3 -
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(5) その他

第4固将来計画委員会（6月21日）
（審議事項）
(1) 本学 の将来構想・特色について

(2) その他

第2回事務協議会（6月22日）
（審議事項）

当面の諸課題について

第4回水素同位体科学研究センター運営委員会

...... ザー

(6月24日）（持ち回り）
（審議事項）

(1) 教員選 考委員会の設置について

(2) 平成11年度水素同位体科学センター使用申請及び
放射線従事者の追加登録について

第3回部局長懇談会（6月25日）
（議 題）

(1) 部局長会議規則（案）について

(2) 廃液及び排水を統合した全学委員会の設置につい

て

(3) 五福地区構内一斉清掃について

(4) 第44回大学祭及び第24団体育祭の結果報告につい

て

(5) 第51回北陵地区国立大学体育大会について

(6) その他

-4-
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第1回大学院委員会（6月25日）
（審議事項）

(1) 学生 の除籍について

(2) その他

第3回評議会（6月25日）
（審議事項）

第414号

(1) 富山大学部局長会議規則の制定について

(2) 富山大学附属学校長選考基準の一部改正について

(3) 蘭州大学との大学問交流協定の締結について

(4) 大連理工大学と の大学問 交流協定の締結について

(5) 学生 の除籍について

(6) その他

第5回将来計画委員会（6月28日）
（審議事項）
(1) 本学 の将来構想・特色について

(2) その他

第1回総合情報処理センタ ー運営委員会（6月28日）
（審議事項）

(1) 平成10年度運営費決 算について

(2) 平成11年度運営費予算（案）について

(3) 「工学部AT Mネット ワークシステム拡張設備」

に伴う仕様策定委員等 の承認について

(4) 附属 図書館業務用電子計 算機を含めた総合情報処

理セ ン ター電子計 算 機 の更新 について
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r!) ~ 
平成11年度科学研究費補助金の交付決定

こ のたび， 平成11年度科学研究費補助金の交付が決定しました。

本学 にお ける研究種目ごとの決定件数 ・金額等は， 以下の表のとおりです。

研 究 種 目 新規申請件数 交付決定件数 交 付 決 定額 新規採択率（%） 平成10年度 平成10年度
交付決定件数 交付決定額

千円 千円
特定領域研究凶（2) 15 3 5 100 20.0 4 7, 600 

基盤研 究凶(1) 。 。 。 。 1 (1) 1, 800 

基盤研 究IJ\J(2 ) 4 2 [2] (1) 14, 400 25.0 。 。
基 盤研 究巴，） (1) 3 (1) 2,100 。 8,000 

基盤研 究巴；）（2) 30 12 [l] (8) 30,200 13.3 11 (7) 22, 900 

基盤研 究（C) (l) 2 。 。 。 。 。
基 盤研 究（C) (2) 127 46 (24) 59, 500 17.3 42 (24) 52,600 

萌芽 的 研 究 23 6 (4) 3,400 8.7 6 (3) 5,500 

奨 励 研 究 凶 52 24 (9) 25,700 28.8 30 (20) 25, 700 

国際学 術 研 究 11 2 (1) 8,300 

計 267 94 (47) 140,400 17.6 97 (56) 132,400 

注1. 「交付決定件数」欄の（ ）内は， 継続課題の採択件数を内数で示す。

2. 「交付決定件数J繍の［ ］内は， 平成11年度から国際学術研究が基盤研究に包括されたため， 同研究に係るものを内数で示す。

平成11年度科学研究費補助金交付決定者一覧

研究種目
研 究 代 表 者

研 究 課 題
交付決定額 配分 予 定 額

所 属 職 氏 名 平成11年度 平成12年度 平成13年度

特定領域研究IA)(2) 工 学 部 講 師 小野 慎 硫黄窒素三重結合の化学
千円 千円 千円

2,000 

,,, 人文学部 教 授 藤本 幸夫
朝鮮古刊本及び古紗本の調査とその文献
学的研究

1,600 1 500 

,,, 工 学 部 教 授 北野 博巳
プロックポリマー集積膜による情報伝達
と触媒機能の制御

1 500 1 800 

基盤研究巴,)(1) 理学 部 助教授 鈴木 炎 近赤外色素を用いた巨大温度ジャンプ に 2,100 
よる非線型緩和と動的温熱療法への応用

2, 200 

基盤研究凶（2) 人文学部 助教授 竹内 潔 アフリカ熱帯森林住民の文化保全と内発
4,100 4, 200 

的発展 に関する研究

4シ 教育学部 教 授 佐藤 幸男
極小国家の「国家的アイデンテイティ」の社
会的・経済的・文化的基盤に関する研究

10,300 6, 900 7 300 

- 5 -
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研究種目
研 究 代 表 者

所 属 職 氏 名

基盤研究巴）（2） 人文学部 教 授 中河 伸 俊

� 工学 部 教 授 佐々木和男

� 理 学 部 教 授 東川 和夫

。 工学 部 教 授 龍山 智祭

’u 
水科素学研同位究体セ 教 授 渡辺 国昭
ンター

今 工学 部 助教授 高橋 隆一

。 工学 部 教 授 坂井 純一

。 工学 部 教 授 佐々木和男

イシ 理 学 部 助教授 酒井 英男

イシ 教育学部 教 授 山極 隆

。 工学 部 助教授 星野 一宏

イシ 人文学部 助教授 前川 要

基盤研究（C)(2) 人文学部 教 授 東 田 雅博

� 人文学部 助教授 小助川貞次

� 工学 部 助教授 小田 晃規

� 教育学部 助教授 広瀬 信

’， 教育学部 教 授 室橋 春光

� 工学 部 教 授 村 井 忠邦

。 教育学部 教 授 奥村 義雄

ゐ 人文学部 教 授 藤本 幸夫

-6-
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研 究

報

課 題

家族をめぐる 言説の実証的研究

摂食で遊離される酸性線維芽細胞増殖因子の
学習・記憶， 内分泌及び免疫系に対する作用

複素有界領域の幾何学的解析構造に関す
る研究

Si基盤上の表面再構成構造とInSb薄膜へ
テ ロエピタキシャル成長

Pd一系合金によ る水素同位体の吸収一
放出の動力学的研究

多機能光触媒スバッタ薄膜の形成と環境
材料への応用

実験室及び字宙プラズマにおける非線形現象
の理論及びシミュレーションによる研究

ヒドラを用いたバイオアッセイ法による細胞
成長因子定量システムの自動化に関する研究

大地の帯磁現象を用いた落雷時の大地内
放電機構の解明

情報化に対応した学習指導の力量の向上をめ
ざした教員研修カリキュラムの開発と評価

高温溶解型温度刺激応答性高分子の開発とそ
の温度応答を用いた抗腫癒性酵素の活性制御

中世都市・城館遺跡における電磁気探査・土
壌物性調査法の開発一不可視遺構の検出研究

ヴイクトリア朝末期にお け る 「黄禍」 論
的反応の総合的研究

日本国内に現存する文選古鈴本の原本調査に
基づく文 選訓読についての総合的研究

高度に5員環の縮環した新奇不飽和炭化水素
の合成研究

19世紀イギリスにおけ る科学者・技術者
養成シス テムの研究

学習障害児におけ る認知過程の分析と認
知特性に応じた教科学習援助法の開発

逆問題手法によ る雷雲の電気的構造推定
に関す る研究

地方都市におけ る階級・階層構造と地域
的・社会的移動の実証的研究

日本現 存朝鮮古刊本の調査とその語 学 的
・書誌学的研究

第41 4号

交付決定額 配分予定 額

平成11年度 平成12年度 平成13年度

千円 千円 千円
1 000 

3,100 

2,400 1,500 

1 300 1 200 

1,200 1,400 

4,300 2 200 

2,500 2,200 2,200 

1,700 

2 100 1 600 

1,600 

5,800 3,100 1,400 

3,200 2,300 1,700 

500 

500 200 

500 

500 500 

300 

500 

1,300 

1, 100 900 500 
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研究種目
研 究 代 表 者

研 究 諜 題
交付決定額 配分予定 額

所 属 職 氏 名 平成11年度 平成12年度 平成13年度

基盤研究（C)(2） 経済学部 教 授 増田 信彦
地域間及び国際間の環境・経済勘定と持 千円 千円 千円
続可能性に関 する研究 900 

’， 教育学部 教 授 大森 克史
自由界 面を 持つ流れ現象の有限要素スキ
ームの研究

800 

今 理 学 部 助教授 松島 房和
分子の振動励起状態における純回転遷移
周波数の精密な測定

1,000 

イシ 理 学 部 助教授 小田島仁司
MIMダイオードによる周波数可変 テラ
ヘル ツ（THz）光源の開発

600 

，， 教育学部 教 授 相馬 恒雄
CHIME年代からみた飛騨変成帯構成岩
類の生成の時 空間

700 400 

。 工学 部 教 授 黒田 重靖
新規共益π系直交型化合物の合成と その
性質 に関する研究

500 500 

。 理 学 部 教 授 平井 美朗
2価パラジウム触媒を用いる高立体選択的な
分子内環化反応の開発と天然物合成への応用

1,300 

� 理 学 部 教 授 田口 茂
イオン対 国相抽出の設計と環境水中の微
量成分分析への応用

700 

イシ 工学 部 教 授 宮下 尚
融液晶析に伴う二重拡散対流の温度 場・
j農度場同時計測による解析

900 

。 教育学部 教 授 山地 啓司
ランニ強ン度グ速度と酸素摂取量からみたトレーニ
ング の設定一deflection Veloci ty(V d) 
とVelocity at Vo,max(vVo,max）一

500 500 

/,< 教育学部 助教授 堀田 朋基
高強度の伸長一短縮サイクル運動が跳躍
運動のパフォ ーマンスに及ぼす影響

100 

イシ 教育学部 教 授 神川 康子
現代の子ども遠の生活リズムの乱れが心
身の健康に及ぼす影響

1,100 700 200 

。 理 学 部 教 授 広岡 公夫
先史時代の考古地磁気永年変化曲線の確
立

800 700 600 

/,< 

総合情報処
助教授 高井 正三

朝鮮古書データベース蓄積・提供用旧字体お
理センター よぴ朝鮮固有外字の整備に関する研究

500 500 400 

，， 工学 部 教 授 長谷 川 淳 π共役高分子フィルムを光触媒に用いる
水質汚染物質 の分解

2,000 

イシ 経済学部 助教授 浮井 啓 国際商事仲裁の実態研究 1,400 

ク 教育学部 助教授 鼓 みどり
テクスチュアルな詩篇押絵のイメー ジ変
換に関する総合的研究

1,100 1,100 700 

，， 教育学部 教 授 深井 甚三
近世， 富山売薬を中心にした抜け荷取引
とその運輸の研究

1 000 400 100 

4シ 人文学部 教 授 小谷 仲男 クシャン王朝の歴史考古学的研究 1,800 1,000 800 

� 人文学部 助教授 前川 要
中世港湾都市遺跡の空間構造に関する考古学
的研究一青森県十コ港遺跡を中心として

1,300 1,000 1 200 
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研究種目
研 究 代 表 者 交付決定額 配分 予 定 額

研 究 課 題

所 属 職 氏 名 平成11年度 平成12年度 平成13年度

基盤研究（C)(2） 人文学部 教 授 鈴木 敏昭 述語隠同誌に関する心理言語 学的研究
千円 千円 千円

1, 600 500 600 

。 経済学部 教 授 八木 保夫
EUにお ける総合的汚染規制システ ムの
採用とイギリス環境法への影響

1,000 500 

，
》 経済学部 助教授 大森 義明

アメリカにおける労働組合の発言効果の
男 女・人種・年齢間格差

1,000 900 

ゐ 教育学部 助教授 岡安 隆 極小部分多様体に関するBernstein型定
理の研究

1,800 1 600 

，， 理 学 部 助教授 池田 楽雄
3 種競争拡散系にお ける進行波解の大 域
的構造について

2, 200 1, 700 

ク 理 学 部 教 授 石川 義和
セリウム化合物中の 4 f電子の局在・非
局在の一重性

2 400 600 600 

� 理 学 部 教 授 高木光司郎 核スピン異性 分子聞の変換速度の測定 2, 300 1,300 

。 理 学 部 教 授 常川 省三
ミリ波・サプミリ波における分子スペク
トルの研究

2,800 900 

。 理学部 助教授 川村 隆一
夏 季アジアモンスーンとエルニー ニョ南
方振動の相互作用に関する研究

1 200 1 200 1 000 

ク 理 学 部 教 授 安 田 祐介
周波数応答法による不均一系触媒反応進
行中の自由エネルギー散逸速度の測定

3 000 500 500 

今 理学部 助教授 樋口 弘行
ポリフィリンーチオフェン融合体の合成
と性質 に関する研究

1, 800 1, 600 

4シ 理 学 部 助教授 山口 晴司
光学活性 2Hークロメンニ量体の合成研
究

700 700 

。 工 学部 教 授 磯部 正治
ヒト14番染色体q 32領域からのATL原因
遺伝子の探索

1,900 1, 700 

。 教育学部 教 授 田上 善夫
東アジアにおける歴史時代の大気大 循環
の変動

900 500 

。 教育学部 教 授 諸岡 晴 美
人体圧迫型衣料の設計に関する快適 科学
的研究

3 000 600 

。 教育学部 教 授 山西 潤ー
高齢社会に対応したホー ムページのパリ
アフリー化に関する研究

2,500 1,100 

イシ 教育学部 助教授 深見友紀子
パソコン・ネットワークによる音楽活動
支援システ ムの構築

2,400 1, 100 

ィシ 理 学 部 教 授 黒田 英世
蛍光の脱消光を利用した精子先体反応の
細胞内情報伝達機構の解析

2,800 800 

萌芽的 研 究 教育学部 助教授 淡川 典子
原子力発電先進国（アメリカ・カナダ・
スウェー デン）の原発防災対策

500 

。 工 学 部 助教授 堀田 裕弘
気ー液 2 相媒質 を用いた一様非連続媒質
における絶縁破濃の基礎研究

200 
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研究種目
研 究 代 表 者

研 究 課 題
所 属 職 氏 名

萌芽的 研 究 工 学 部 講 師 西野 精一
ウエープレットを利用した超音波波形解
析による材料損傷 評価

’， 工 学 部 教 授 佐々木和男
フリーラジカルを介した光フェントン試薬に
よる新しい非特異的脳局所部位破壊法

今 教育学部 助教授 河本 肇 適応指導 教室にお け る援助活動プログラ
ムの開発に関す る研究

イシ 理 学 部 教 授 山田 恭司
寄生植物を用いた光合成系遺伝子の色素
体依存的な発現制御領域の解析

奨励研究ω 経済学部 講 師 大西 吉之
一八世紀オランダ都市における救貧活動およ
び移民からみた 「衰退」期社会の構造分析

イシ 人文学部 助教授 大野 圭介
「山海経」の成立と流伝に関する 基礎研

究

イシ 経済学部 助教授 岸本 寿生
アジア市場の成熟化に伴うグローパル企
業の競争 戦略 変容に関する 研究

ゐ 工 学 部 助 手 官武 滝太
4 配位ホウ素を組み込んだ共役系化合物
の研究

，， 工 学 部 助教授
医薬品結晶の乾燥におけ る 溶媒除 去促進

吉 田 正道
を 目 的とした多成分溶媒乾燥の機構解析

，， 教育学部 助教授 黒田 卓 情報ネットワー クを用いた社会教育施設
と学校の連携に関す る研究

，， 教育学部 助 手 坂本 江見
ヘルン文庫の手書き古文書を題材とした
画像データベースの構築

� 経済学部 助教授 小野 理 恵
投票によ る意思決定と提 携形成のゲーム
理論的分析

� 工 学 部 助教授 安川 洋 生
細胞分化におけ る カルシウムオシレーシ
ヨン誘導 蛋白質 の機能解析

。 人文学部 講 師 内山 純蔵
動物考古学による縄文時代の西日本地域の生

業・社会構造の復元：前期を中心として

，， 経済学部 助教授 小畑 史子
我が国の労働安全衛 生規制とISOの関係
に関す る 研究

。 人文学部 講 師 林 夏 生
現代日韓関係にお け る 文化交流現象 の拡
大と文化交流政策の変化に関する 研究

イシ 理 学 部 講 師 張 勤
縁辺海域における陸起源物質の輸送一富山湾
冷水j勇出域におけるコロイドに関する研究

イシ 理 学 部 助 手 辻 瑞樹
社会性見虫におけ る ポリシングと繁殖ス
キュー

� 理学部 助 手 唐原 一部 植物の一次細胞壁形成におけ る 細胞内極
性輸送

今 理 学 部 助 手 成田 欣弥
軟体動物視細胞の光受容の細胞内情報伝
達とイオンチャンネル制御機構

第414号

交付決定額 配分 予 定 額

平成11年度 平成12年度 平成13年度

千円 千円 千円
600 600 

600 500 

500 300 

1 000 900 

700 

300 

700 

600 

1 200 

600 

600 

800 

500 

1,400 800 

900 900 

1,600 700 

1, 700 600 

1 100 1 , 100 

1 , 500 700 

1, 200 1 000 
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研究種目
研 究 代 表 者

研 究 課 題
交付決定額 配分 予定 額

所 属 職 氏 名 平成11年度 平成12年度 平成13年度

奨励研究ω 工 学 部 助 手 須加 実
電気効果を利用した酵母菌への遺伝子導入と 千円 千円 千円
蛋白質放出及びその凍結保存法の開発 800 900 

。 工 学 部 助 手 塚田 章
ヒト視覚系の明るさ知覚情報処理機構に 1,500 400 
基づく画像強調手法に関する研究

.(, 工 学 部 講 師 広林 茂樹 残響音場における残響抑圧に関する研究 700 500 

ク 工 学 部 助 手 曾田 哲夫
超微細結晶粒化したY系酸化物超伝導 体 1 300 600 
の超伝導特性および高速超塑性特性評価

。 工 学 部 助 手 古 井 光明
マグネシウムの耐食性に影響する金属元素お 1 600 800 
よぴ侵入型非金属不純物元素の電子構造計算

4シ 工 学 部 助教授 星野 一宏
低温域温度応答抗体の開発とそのアフィニテ 1 600 600 
ィ沈澱法による免疫特異的結合蛋白質の精製

。 工 学 部 助教授 神原 責務I 主鎖型高分子キレー ト配位子の分子設計 1,600 600 
に基づく新規高分子錯 体触媒の開発

.(, 教育学部 助教授 磯 崎 尚子
教員養成教育にお ける 「総合的な学習」 1,200 700 
の指導 方法に関する基礎的研究

平成11年度富山大学国際交流事業基金による第3種外国人留学生への奨学事業の採択

0 第 3 種外国人留学生への奨学事業

ヲリ

氏 名 性別 国 籍 学籍 番号 所 属 学年

GO立KIM SIAH 男 マレイシア 99311200 60 経済学研究科 企業経営専攻

CHAN kEAN白AN 男 マレイシア 9931120088 経済学研究科 企業経営専攻

白Ad 前回 男 中 国 9971200192 理工学研究科 博士前期課程 化学生物工学専攻

MA fIENG 男 中 国 9971170 422 理工学研究科 博士前期課程 電子情報工学専攻

SUN DON 男 中 国 9650011391 工学部 電子情報工学科 4 

GOH VlE1 SING 男 マレイシア 98200105 40 教育学部 学校教員養成課程（美術） 2 

-10-
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平成11年度文部省国際研究集会派遣研究員（第｜期）の決定

所 属 職 氏 名 派 遣 集 会 名 派 遣 国 研 究 題 目 開催期間

' ' ' 11. 6 .27 
第12回IEEEパルスパワー国 ｜ ｜ 大電流パルス イオンビー ム 加速 ｜ 、

工学 部 ｜ 教 授 ｜ 弁方 勝己｜ ｜アメリカ合衆国｜ I l 
際会議 ｜ ｜用静電多段加速加速器の開発 ｜ 、I I I 11. 6.30 

平成11年度文部省国際研究集会派遣研究員（第H期）の決定

所 属 職 氏 名 派 遣 集 会 名 開 催 国 研 究 題 目

人文学部 助教授 竹内 潔 アメリカ人類学会1999年度大 狩猟採集民アカの集合ダンス
� アメリカ合衆国

の時間構造

工学 部 教 授 坂 井 純 一
プラズマ物理国際ト ピックス 宇宙プラズマでの磁 場生成と

会議
ポルト ガル

波の輯射

工学 部 講 師 佐竹 一日 一
第l回乱流 ・ 勢断流現象国際 強加熱を受 け る 円管内乱流の
会議

アメリカ合衆国
層流化のDNS 

平成11年度（第16回）

富山第一銀行奨学財団から助成金の贈呈

富 山 第一銀 行奨学財団によ る平成11年度高等教育機関

の研究活動及び設備等に対 す る 助成事業のうち， 本学関

係は次のとおり決定され， 去 る 6月11日後）に学長室 にお

いて助成金の贈呈式が行われ， 財団の金岡純二理事長か

ら各受賞者に 目 録が贈呈された後， 受賞者を代表して 工

学部磯部正治教授から． 「頂いた助成金は今後の研究 に

十分活用したい」旨の謝辞がありました。

開催期間

11.11.17 

11.11.21 
11. 9. 6 

11. 9.10 
11. 9.12 

11. 9.15 

その後， 引き続き開催された懇談会では， 各受賞者か

ら研究課題についての説明があり， 金岡理事長から質 問

や感想、が述べられ る など和やかなうちに終了しました。 .... 目録を贈呈される加藤人文学部助教授
（研究助成金）

音日 局 職 氏 名 研 究 謀 題 助成金

万円
人 文 学 部 助教授 加藤 重 広 言語 学史の基礎的研究 40 

教 育 学 部 助教授 坂本麻実 子 「旧舎教
究
師」のモデルをめぐ る 明治後期音楽教員社会の史料

的復元研 40 

経 済 学 部 助教授 長 谷 部 宏 一 戦後復興期にお け る わが国鉄鋼業の実態と再編 40 

理 学 音目 助教授 栗本 猛 物質と反物質 の聞の物理法則の非対称性の研究 40 

工 寸，.，，.ー 音日 教 授 磯 部 正 治 ゲノム解析によ る 成人T細胞白血病原因遺伝 子の探索 40 
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異動区分 発令年月日

採 用 11. 6. 14 

11. 6. 16 

11. 6. 23 

11. 7. 

臨時的任用 1 1. 6. 20 

活字 職 11. 6. 30 

退 職 11 6. 20 

11. 7 .  1 

育 児休業 11. 6. 20 

一12-

氏

..,,. ザー 報

学 位 取 得 者

第414号

所 属・職・氏 名 理学部 助 手 水島 俊雄

学 位 の 種 類 博士（ 工学 ）（横浜 国立大学 ）

取 得 年 月 平成11年 6月30日

学 位 論文 名 R-Ni- A l系 （R : Ce, P r, Nd）希土類三元化合物の磁性と伝導現象

論文 の要旨 希土類， とりわけCe原 子を含むR-Ni- Al系 （R: Ce, Pr, Nd）三元

名

化合物を作成し， 高j農度近藤効果を示 す物質 を得て， 価数揺動状態や 磁

気秩序と近藤効果との競合などについて 明らか に し た。 その結果．

CeNi Al，は非磁性で重い電子系の中聞に 位置する， CeNi, Al，は磁 気

秩序を示 し， ネール温度 以下においても近藤効果が寄与していると考え

られることが明らかになった。

また， RNi A l系においてRをCe, Pr, N d原 子に順次替えると ， そ

の系の磁気的異方性 がシス テ マ テ ィックに理解できることを明らかにし

た。

[ll!)l!J[!I 
異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 甘，.，，.，，・

田中 亜紀 事務補佐員（附属図書館情報サービス謀）

山崎 正裕 技術補佐員（経済学部）

桑名 春雄 臨時用務員（教育学部）

片山 進 技能補佐員（厚生課調理師）

中川 光栄 教諭（教育学部附属幼稚園）（～12 . 3. 31) 

荒井 柳三 技能補佐員 （施設謀機械操舵手） 辞職

中川 光栄 教 諭（ 教育学部附属幼稚園） 平成11年6月19日限り任期満了により退職

片山 進 技能補佐員 （厚生課調理師） 平成11年6月30日限り退職

河崎 美香 教 諭（ 教育学部附属幼稚園） 育児休業（～12 . 3. 31) 
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司副司昌
日本学術会議中部地区会議及び学術講演会の開催

6 月 4 日（金）， 日本学術会議中部地区会議及び学術講演

会が本学共催のもと事務局中会議室 及び黒田講堂会議室

で開催されました。 中部地区会議は戒能代表幹事 （名 古

屋大学図書館長）， 山下名古屋大学副総長， 金岡富山女

子短期大学長ら構成員のほか中部地区科学者懇談会幹事

も加わる形で行われ， 本学からは漬本教授 （理学部 ） と

塩津教授 （工学部）が出席しました。

同日午後に開催された学術講演会は， 時i事学長から挨

拶があった後， 池内名古屋大学大学院理学研究科 教授の

「宇宙はどこまでわかっているか」 と題した講演と坂井

教授 （ 本学工学部 ） の 「太陽フレアとプラズマ物理」と

題した講演が行われ． 会場の黒田講堂会議室には教職員，

学生130 余名が出席し， 立って 聴講する者が出る ほどの

盛況となりました。

念 講演する池内 了名古屋大学教授

企 講演中の坂井純一工学部教授

平成11年度第1回パソコン講習会の実施

6 月30 日休）平成11年度第 1 回のパソコン講習会が附属

図書館マルチメ ディア研修室で実施されました。 同講習

会は， 事務情報 化 の 一環として デ ー タベースソフト

Ace回s97 の基礎及び基本的使 用法を習得させ， 事務のデー

タ処理を迅速かっ効率的 に行える職員を養成することを

目的としたもので， 全学から30 名の職員が 選抜され， 外

部依託した講師から 7 時間に わたる密度の濃い指導 を受

けて いました。

企 熱心に受講する職員（マルチメディア研修室）
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渡航の種類 所 属 職

外国出張 工学部 助教授

工学部 教 授

工学部 講 師

理 学部 教 授

教育学部 助教授

工学部 教 授

工学部 教 授

経済学部 助教授

海 外研修 工学部 助教授

教育学部 教 授

教育学部 助教授

教育学部 助教授

工学部 教 授

教育学部 教 授

工学部 助 手

工学部 講 師

工学部 助教授

教育学部 助教授

-14-
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G訟＠⑤⑮⑤

氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間

川原田 淳 ア
第11回ノルデイツクーパルティック

11. 6. 4 
コ二 ス ト

ー

一

医用生体工学会議に出席， 研究発表
11. 6. 12 

塩 津 和 章
第 7回疲労国際会議に出席， 研究

11. 6. 7 
中 国 発表

11. 6. 18 

西 野 精 一 中
第 7回疲労国際会議に出席， 研究

11. 6. 7 
国 発表 11. 6. 18 

高 木 光司郎
第54回分子分光国際シンポジウム

11. 6. 11 
ア メリカ合衆国 において研究成果発表

11. 6. 20 

堀 田 龍 也
カ ナ ダ

11. 6. 17 

ア メリカ合衆国
ED-MED I A99に参加， 発表

11. 6. 27 

佐々木 和 男 第 8回国際行動神経科学会議に出
11. 6. 23 

フ フ ン ス
席． 研究成果発表 11. 6. 30 

弁 方 勝 己 ア メリカ合衆国 第12回I EE Eパルスパワー国際
11. 6. 26 

会議に出席， 研究発表
11. 7. 2 
11. 6. 30 

新 里 泰 孝 オ フ ン ダ 日蘭花球根産業の比較研究
11. 8. 30 

石 原 外 美 中 国 第 7回疲労に関する国際会議Fat-
11. 6. 7 

ポ フ ン ド ique’99に出席， 研究発表 11. 6. 19 
11. 6. 9 

長谷川 総一郎 中 国 美術教育研究会に出席
11. 6. 17 

第 1回「日本・中国． 幼児教育に 11. 6. 9 
竹 井 史 中 国 お

J
ける造形・美術活動の研究交流

会 に関する研究発表会に出席，
研究発表， 資料収集 11. 6.17 

布 村 忠 弘 中 バレーボールの海外遠征における
11. 6. 9 

国 健康管理に関する調査研究
11. 6. 20 

五 嶋 孝 仁 ポ 第 3回熱応力に関する国際会議に
11. 6. 10 

一

フ ン ド 出席 11. 6. 19 

西 川 友 之 オー ストラリア
アデレード市におけるバレーポール

11. 6. 22 

・イベント経営に関する調査研究
11. 6. 28 

喜久田 寿 郎 大 韓 第 3回韓国一日本強誘電体会議に
11. 6. 23 

民 国 出席， 発表
11. 6. 27 

小 野 ｛葉 ア メリカ合衆国
第16回ペプチドシンポジウムに出

11. 6. 25 

席
11. 7. 7 

西 村 克 彦 オー ストラリア 低温核偏極法による希土類元素不
11. 6. 30 

純物の磁性に関する研究
11. 8. 6 

堀 図 版 基 伸張一短縮サイクル運動の疲労に
11. 6. 30 

フ イ ン ラ ン ド 関する研究
11. 7. 10 
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��Q!)日〈新任者住所〉
昔日 局 職 氏 名

理 注寸息ー． 音E ｜ 助 教 授 ｜ 宮 津 覧 宏

昌也司副
富山大学への感謝一 日本学士院賞・思賜賞の受賞に際して一

6 月14 臼， 平成11年度 (1999年度）第89回日本学士院

賞の授章式が行われ， わたしには日本学士院賞ならび に

恩賜賞が授与された。これを機会に． 富山大学に対して

お札の言葉を述べたい。

今回， 受賞の対 象 となったのは， 拙著『中国善会普堂

史研究』（京都， 同朋舎出版， 1997）であったが ． こ の

研究は実はほとんど富山大学人文学部に在職中にやった

仕事に他ならない。わたしが富山大学でお世話になった

のは， 1979年の4 月から1987年の 3 月にか けての 8 年間

であった。

1979年， 京都大学人文科学研究所から富山大学人文学

部に転勤したわたしは， 同時に国立民族学博物館（大阪）

での共 同研究に参加することとなった。こうして， 富山一

京都・大阪を特急雷鳥に乗ってほぼ一月に 一度往復する

ことになったのだが， この往復生活に も なれてき た頃，

念願であった博物館所蔵の図書を調査することができた。

そこであるー資料を見いだしたことが， それまでもやも

やしていたものが明確な形を取り， 以後の研究方向を決

めるきっか けであった。

問題は関連資料をどのように集めるかであった。まず

取りかからねばならなかったのは， 中国明清時代の地方

志から大量の関連資料を集めることであったが， 東京や

京都と違い， 遺憾ながら富山には地方志が全くなかった。

しかし幸いであったのは， 当時の人文学部のスタッフが

それぞれに若々しく． 何事につ け前向きであったことで

ある。何人かの先生が何度かにわたり特定研究費を人文

学部にもたらしてくださり， その相当部分を『中国方志

叢書』の購入に当ててくださった。いわゆる学長経費 の

京都大学大学院文学研究科教授

夫馬 進

一部もこの舎の購入に当てられたとも聞いた。このおか

げで， 京都や東京へ出張する手間が大幅に省 けたのはあ

りがたかった。これは現在， 富山大学附属 図書館に配架

され， 引き続き利用されていると聞く。

地方志の関連記事はこうして集まったが， さらに研究

を深めるためには， 中国各地の図書館にあるに違いない

第一次資料を発掘する必要が生まれた。1983年から翌年

にかけての10カ月， 日本学術振興会の派遣研究者として

中国に赴くに 際し， あるいは1986年の 1ヵ月余り， 私事

研修旅行をするに 際し， 人文学部の先生方はこころよく

わたしを送り出してくださった。何にもましでありがた

かったのは， 当時の人文学部には， その後も体験したこ

とのない活発で自由な雰囲気が満ちあふれていたことで

ある。これが当時まだ若かったわたしに， いかに快い刺

激となったかわからない。研究を助 けてくださった事務

の方々． 様々に手伝ってくれた学生諸君にも感謝したい。

以上． 富山大学へのお礼の言葉としたい。

（注）この寄稿文は， 夫馬京都大学大学院文学研究科 教

授（元富山大学人文学部助教授）への日本学士院賞・恩

賜賞の授与が決定された際に， 小谷仲男 人文学部教授を

通じて， 一筆をお願いしたところ， 快くお引き受 けいた

だいたものです。 （編集子）
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司副司司
本 部｜

（神戸文化ホール）

第2回数養教育委員会

6月 1日 第2回入学試験委員会 17日 第1回学園ニュース編集委員会

l～2日 国立学校等施設担当部課長会議（東京医科歯 第4回開学50周年記念事業委員会記念事業実

科大学） 行委員会

2日 教職員組合と学長面会 21日 第4回将来計画委員会

第 3 回廃液等問題検討委員会 22日 第 3回事務協議会

2～4日 中部地区中堅係員研修（サンパーク犬山） 寮生との話合い

国立大学入学者選抜研究連絡協議会第20回大 23日 富山地区国立学校等人事担当課長会議（立山

会及び入研協セミナー（東京大学） 少年自然、の家）

3日 第12回セクシュアル・ハラスメント 等対応検 第l回国際交流会館運営委員会

討委員会 24日 第13回セクシュアル・ハラスメント等対応検

富山県大学長懇話会（高岡法科大学） 討委員会

会計係長会議 第2 団関学50周年記念事業委員会記念式典・

3～4日 国立学校及ぴ施設等機関等庶務部課長会議 祝賀会実行委員会

（東京医科歯科大学） 25日 第 3 回部局長懇談会

4 日 国立大学等国際交流担当課長会議（東京医科 第l回大学院委員会

歯科大学） 第 3回評議会

日本学術会議中部地区会議及び学術講演会 28日 第 5 回将来計画委員会

7日 第 1回国際交流委員会 北陸地区事務情報化推進協議会（金沢大学）

第4 回自己点検評価委員会教育活動専門委員 北陸 3 県大学学生交歓芸術祭運営委員会

�』" （金沢大学）

第2回大学教育検討委員会 大学入試センター試験富山地区連絡会議

8日 国立大学学生部次長協議会（東京学芸大学） 29日 事務組織改善検討委員会第4 部会

9日 国立大学学生部次課長会議（東京医科歯科大 30日 第1回廃液処理施設運営委員会

学） 第 3回大学教育検討委員会

教職員組合と人事課長面会 パソコン講習会

10日 留学生交流研究協議会（名古屋ガーデンパレ

ス） 人 文 学
第116回構内交通対策委員会

将来計画委員会ワーキンググループ会議 6月1日 学部自己点検評価委員会

11日 富山第一銀行奨学財団研究助成金贈呈式 学部特別昇給委員会

14日 厚生補導研究協議会（国立オリンピック記念 2日 学部予算 委員会

青少年総合センター） 学部国際交流委員会

14 ～ 15日 国立大学協会第66回総会（学士会館） 7日 学部入学者選抜方法検討委員会

15日 第 1 回発明委員会 9日 教授会

事務系職員英会話（初級）研修開講式 16日 独立大学院研究科（博士課程）設置検討委員

16日 国立大学協会事務連絡会議（学士会館） � 
国立大学長会議（学士会館） 学部広報委員会

大学入学者選抜・教務関係事項連絡協議会 学部自己点検評価委員会

- 16 -
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学部将来計画委 員 会 部長及び事務長会議 （ 大分大学）

学部予算 委 員 会 8 日 学部教務委員会

23日 教授会 9 日 図書等 委 員 会

教授会 （ 人事 ） 学部入学試験委員会

24日 学部情 報処理委 員 会 教授会

25 日 学部将来計画委員会 11日 学部自己点検評価委 員 会

学部学生生活・就職指導委 員 会 16日 生涯学習・広報委 員 会

30 日 学部将来計画委員会 学部国際交流委 員 会

17日 学部学生生活委 員 会

教 育 学 18日 学部自己点検評価委 員 会

22日 学部教務委員会

6 月 2 日 学部教務委 員 会 図書等 委 員 会

学部予算 委 員 会 23日 教授会

期 末 手 当・勤勉 手当加 算者等 選 考 委 員 会 24日 将来構想等検討委 員 会

附属学校園長候補者選 考 方法検討委員会 30 日 財務委 員 会

3 日 附属 幼稚園避 難 訓 練

5 日 日本教育大学協会附属学校連絡協議会・分科 理 A守Uー

会並びに附属学校連盟校園長・副校園長会総

会・校種別部会・連盟代議員会 （お茶の水女 6 月 1 日 施設委員会

子大学 ） 2 日 学科長会議

7 日 学部入学試験委 員 会 学部予算委員会

9 日 教授会 3 日 学部就職指導委 員 会

人事教授会 7 日 理学部案 内編纂 委 員 会

11日 特殊教育関係補助金等事務担当者会議 （国立 9 日 理工学研究科博士前期謀程部会理学部会

教育会館） 教授会

14日 日本教育大学協会評議 員 会 （ KKRホテル東京） 教授会 （人事 ）

15 日 学部将来計画委 員 会 14日 理学部案 内編纂 委 員 会

附属 中学校教育研究協議会 15 日 理工学研究科博士前期課程理学部会教務検討

16日 学部入学試験委 員 会 小 委 員 会

17日 全国国立大学教 員 養 成学部事務長協議会 16日 学科長会議

（ 岩 手 大学） 17日 学部教務委員会

21日 紀要編集委 員 会 学部入試改善委 員 会

22日 拡 大教育実習委 員 会 23日 学部予算 委 員 会

附属中学校・事務室 避 難 訓 練 教授会

·23日 研究科 委 員 会小 委 員 会 24日 排水安全委員会

研究科 委 員 会

29日 附属 養 護学校避 難 訓 練 工 学
30 日 人事教授会

学部教務委 員 会 6 月 2 日 自 己点検評価委 員 会・将来計画委 員 会合同委

員会

経 済 守品副良・ 実験廃液等の取り扱いに関する講習会

3～ 4日 平成 11年度 北陸信越地区国立大学工学部長懇

6 月 3～ 4日 談会及び北陸信越工学教育協会第48回評議 員

平成 11年度春季国立12大学経済学部・経営学 会・通常総会（ 信 州 大学工学部）

-17 ー
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7 日 学部案 内編集 委員会

8 日 入学試験検討委員会

9 日 教授会

理工学研究科博士前期課程工学部会

理工学研究科博士後期謀程部会 （ 工学 系 ）

将来計画 に 係 る検討委員会

15日 自 己点検 評価 に 係る検討委員会

16日 工学部 3 年次編入学試験 （推薦 ）

教官要覧編集 委員会

18日 大学院改組 に 係る検討委員会

国 際交流委員会

21日 学部運営委員会

自 己点検 評価 に 係る検討委員会

23日 教授会

理工学研究科博士後期課程部会 （ 工学 系 ）

将来計画に 係 る検討委員会

28日 学部案 内編集 委員会

大学院改組 に 係る検討委員会

29日 自 己点検評価に 係る検討委員会

30 日 将来計画 に 係る検討委員会

平成11年度北陸信越工学協会富山県 支部評議

員会 ・ 総会

附 属 図 書 館 ｜
6 月23～ 24日

第46回 国 立大学図書館協議会 （仙 台 国 際 セ ン

ター ）

地域共同研究センター
6 月 2 日 経営者 ・ 研究者交流会実行委員会

8 日 大学院生教育講座

11日 運営委員会 （ 持回 り ）

25日 大学院生教育講座

29日 大学院生教育講座

生涯学習教育研究セン ター ｜
6 月 8 日 第l回運営委員会

｜ 総合情報処理セン ター ｜ 
6 月23日 第l回企画運営専門委員会
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25日 第15回国 立大学情報処理セ ン ター協議会総会

（お茶の水女子大学 ）

28日 第l回運営委員会

留学生 セ ン タ ー ｜
6 月28日 第l回運営委員会

｜ 水素同位体科学研究センター
6 月17日 第 3回運営委員会

24日 第 4回運営委員会 （ 持 ち回 り ）

保健管理センター ｜
6 月 2 日 再 検査 ・ 健康相談 （ 内科 ）

9 日 再検査 ・ 健康相談 （ 耳 鼻科）

16日 再検査 ・ 健康相談 （ 眼科）

企 新緑のメ イ ンス ト リ ー 卜

編 集

印 刷 所

富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 

あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富山市住 吉 町1 丁 目5-1 8
電 話 （ 2 4 ) 1 7 5 5 附


